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POLITICS

在
の
日
本
銀
行
総
裁
は
財

務
省
出
身
の
黒
田
東
彦
氏

だ
が
、
そ
の
任
期
は
２
０

２
３
年
４
月
８
日
ま
で

だ
。
任
期
満
了
ま
で
残
り
わ
ず
か
と
な
り
、

内
外
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
や
投
資
家
を
含
め
、

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
以
降
、
現
在
ま
で
継
続
し

て
き
た
日
本
の
大
規
模
金
融
緩
和
が
ど
こ
に

向
か
う
の
か
」
に
市
場
の
関
心
が
集
ま
っ
て

い
る
。
こ
の
理
由
は
３
つ
あ
る
。

　

ま
ず
、
第
１
の
理
由
は
「
日
本
国
内
の
物

価
上
昇
圧
力
の
高
ま
り
」
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
後

に
お
け
る
世
界
経
済
の
活
動
再
開
や
、
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
資
源
価
格
や

小
麦
・
大
豆
な
ど
の
穀
物
価
格
が
高
騰
し
、

昨
年
、
米
国
や
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
を
中
心

に
イ
ン
フ
レ
抑
制
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て

い
た
。
米
国
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
急
激
な
円

安
や
資
源
高
の
影
響
で
日
本
も
そ
れ
な
り
の

現

WEDGE

OPINION

昨
年
末
に
日
銀
が
公
表
し
た
長
期
金
利
の
実
質
利
上
げ
は
、国
内
外
に
大
き
な
波
紋
を
呼
ん
だ
。

今
後
起
こ
り
う
る
金
利
上
昇
の
リ
ス
ク
と
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
冷
静
に
見
極
め
、変
化
に
適
応
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

金
融
政
策
の
転
換 

揺
ら
ぐ
低
金
利

企
業
・
国
民
が
持
つ
べ
き
意
志

小黒一正
Kazumasa Oguro

法政大学経済学部 教授

1974年生まれ。専門は公共経済学。京都
大学理学部卒業、一橋大学大学院経済学
研究科博士課程修了（経済学博士）。財
務省財務総合政策研究所主任研究官、一
橋大学経済研究所准教授などを経て、
2015年4月より現職。著書に『日本経済
の再構築』（日本経済新聞出版社）など。

物
価
上
昇
に
な
っ
て
き
た
。
実
際
、
今
年
１

月
に
総
務
省
が
公
表
し
た
消
費
者
物
価
指
数

で
は
、
昨
年
12
月
の
総
合
指
数
（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）

は
前
年
同
月
比
４
・
０
％
の
伸
び
と
な
り
、

生
鮮
食
品
を
除
く
総
合
指
数（
コ
ア
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）

も
16
カ
月
連
続
の
上
昇
、
前
年
同
月
比
４
・

０
％
の
高
い
伸
び
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

高
い
伸
び
は
、
第
二
次
石
油
危
機
の
影
響
で

高
い
伸
び
が
継
続
し
て
い
た
１
９
８
１
年
12

月
の
４
・
０
％
増
以
来
で
あ
る
。

「
急
激
な
円
安
に
は
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
っ
た

の
で
、
も
は
や
心
配
は
な
い
」
と
い
う
意
見

も
あ
ろ
う
が
、
先
行
き
の
為
替
水
準
の
見
通

し
は
簡
単
で
は
な
い
。
確
か
に
米
国
が
利
上

げ
の
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
た
こ
と
で
一
時
的

に
円
高
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、
円
安
の
正
体

は
米
国
と
日
本
の
金
利
差
な
ど
に
あ
る
の

で
、
こ
の
差
が
埋
ま
ら
な
い
限
り
、
長
期
的

な
円
安
ト
レ
ン
ド
は
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
。

総裁交代後の日銀は、わが国の金融政策を背負ってどこへ向かうのか

IM
A

G
EM

A
R

T/A
FLO
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「
ト

イ
レ
も
コ
ン
ビ
ニ
も
な
い

途
上
国
の
僻
地
で
、
急
に

月
経
に
な
っ
て
困
っ
た
、

と
い
っ
た
海
外
出
張
中
の

月
経
ト
ラ
ブ
ル
は
商
社
で
働
く
女
性
に
と
っ

て
は
〝
あ
る
あ
る
〞
だ
」
と
丸
紅
フ
ェ
ム
テ

ッ
ク
事
業
チ
ー
ム
の
野
村
優
美
チ
ー
ム
長
は

語
る
。
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
が
多
い
小
誌
記
者
自

身
も
、
長
時
間
の
会
議
中
に
大
量
出
血
し
、

椅
子
を
汚
し
て
い
な
い
か
ヒ
ヤ
リ
と
し
た

り
、
鎮
痛
剤
の
効
果
が
切
れ
て
痛
み
に
耐
え

な
が
ら
議
論
を
し
続
け
た
経
験
が
あ
る
。

　

だ
が
、こ
う
し
た
女
性
の
苦
悩
は
、「
月
経
」

と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
る
だ
け
で
は
わ
か

ら
な
い
こ
と
だ
。
女
性
は
月
経
に
限
ら
ず
、

妊
娠
、
更
年
期
障
害
な
ど
、
年
代
や
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
「
女
性
特
有

の
健
康
課
題
」
を
抱
え
て
い
る
。

　

そ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
近
年
、
注

目
さ
れ
て
い
る
の
が
「
フ
ェ
ム
テ
ッ
ク
」
で

あ
る
。フ
ェ
ム
テ
ッ
ク
は
Ｆ
ｅ
ｍ
ａ
ｌ
ｅ（
女

性
）
と
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
（
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
）
を
組
み
合
わ
せ
た
言
葉
だ
。
デ
ン

マ
ー
ク
人
の
女
性
起
業
家
イ
ダ
・
テ
ィ
ン
氏

が
２
０
１
０
年
代
、
自
身
の
開
発
し
た
月
経

管
理
ア
プ
リ
へ
の
投
資
を
募
る
際
、
当
時
男

性
ば
か
り
だ
っ
た
投
資
家
や
メ
デ
ィ
ア
の
注

目
を
集
め
る
た
め
に
「
新
た
な
市
場
」
を
表

WEDGE  REPORT

フェムテックの成長を好機に
女性の〝困り事〟と向き合う時
月経、妊娠、更年期障害などの「女性特有」の健康課題は社会でタブー視されてきた。
働く女性が増える中、企業はこの課題から目をそらしてはいけない。

文・編集部（梶田美有）

す
言
葉
と
し
て
提
唱
し
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。

　

日
本
で
は
主
に
女
性
が
抱
え
る
健
康
課
題

を
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
解
決
す
る
製
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
指
す
が
、
そ
の
対
象
範
囲
は
広
い
。

　

経
済
産
業
省
で
「
フ
ェ
ム
テ
ッ
ク
等
サ
ポ

ー
ト
サ
ー
ビ
ス
実
証
事
業
」
を
担
当
す
る
経

済
社
会
政
策
室
の
村
山
恵
子
室
長
補
佐
は

「
フ
ェ
ム
テ
ッ
ク
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
用
い

て
健
康
管
理
や
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
を
す
る
よ
う

な『
テ
ッ
ク
系
』の
も
の
だ
け
に
限
ら
な
い
。

吸
水
シ
ョ
ー
ツ
や
月
経
カ
ッ
プ
な
ど
の
『
フ

ェ
ム
ケ
ア
』
製
品
や
、『
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー

ビ
ス
』『
簡
易
検
査
キ
ッ
ト
』『
医
療
支
援
』

な
ど
、
女
性
特
有
の
健
康
課
題
の
解
決
を
目

指
す
も
の
は
広
い
意
味
で『
フ
ェ
ム
テ
ッ
ク
』

と
呼
ん
で
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
製
品
や
サ
ー

ビ
ス
が
出
る
こ
と
で
女
性
の
健
康
に
目
が
向

け
ら
れ
る
こ
と
が
大
切
だ
」
と
話
す
。

　

実
際
、
日
本
で
も
数
多
く
の
商
品
が
生
ま

れ
て
お
り
、
経
産
省
は
こ
の
フ
ェ
ム
テ
ッ
ク

に
よ
る
経
済
効
果
を
25
年
時
点
で
年
間
２
兆

円
と
も
推
計
す
る
。

　

昨
今
の
フ
ェ
ム
テ
ッ
ク
ブ
ー
ム
に
つ
い

て
、
イ
ー
ク
表
参
道
の
産
婦
人
科
医
で
あ
る

高
尾
美
穂
氏
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
目
線
で
生
ま
れ

た
言
葉
で
あ
る
た
め
、
製
品
の
安
全
性
や
効

用
に
つ
い
て
は
医
学
的
な
見
地
か
ら
慎
重
な

判
断
が
必
要
だ
」
と
し
つ
つ
も
、「
フ
ェ
ム

テ
ッ
ク
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
、
女
性
の
健

康
に
関
す
る
話
が
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
挙
が

る
の
は
あ
り
が
た
い
こ
と
。
女
性
が
学
校
で

は
学
べ
な
か
っ
た
自
分
自
身
の
身
体
に
つ
い

て
知
る
き
っ
か
け
に
も
な
る
」と
期
待
す
る
。

　

関
係
者
が
期
待
を
寄
せ
る
背
景
に
は
、
女

性
活
躍
に
つ
い
て
世
界
に
お
け
る
日
本
の
地

位
が
極
め
て
低
い
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
事
実
、
20
年
の
日
本
の
雇

用
者
総
数
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は
45
・
３

％
に
ま
で
向
上
し
、
女
性
の
社
会
進
出
が
進

S
VETLA

N
A

LA
R

S
H

IN
A

/G
ET

T
YIM

A
G

ES



16

Wedge Special Report

「
人
が
死
ぬ
話
を
す
る
な
ん
て
、縁
起
で
も
な
い
」

は
た
し
て
、本
当
に
そ
う
だ
ろ
う
か
。死
は
日
常
だ
。

そ
の
時
期
は
神
仏
の
み
ぞ
知
る
が
、い
つ
か
必
ず
誰
に
で
も
訪
れ
る
。

そ
し
て
、超
高
齢
化
の
先
に
待
ち
受
け
る
の
は〝
多
死
〟と
い
う
現
実
だ
。

日
本
社
会
の
成
熟
と
と
も
に
少
子
化
や
孤
独
化
が
広
が
り
、葬
儀
・
墓
と
い
っ
た

「
家
族
」を
基
盤
と
す
る
こ
れ
ま
で
の
葬
送
慣
習
も
限
界
を
迎
え
つ
つ
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
時
代
の
転
換
点
で
、〝
死
〟を
タ
ブ
ー
視
せ
ず
、向
き
合
い
、共
に
生
き
る
。

そ
の
日
常
の
先
に
こ
そ
、新
た
な
可
能
性
が
見
え
て
く
る
は
ず
だ
。

多
死
社
会
を
生
き
る

浅
川
澄
一
、
小
谷
み
ど
り
、
鵜
飼
秀
徳
、
小
林
武
彦
、
宮
下
洋
一
、
足
立
倫
行
、
山
田
敏
弘
、
佐
藤
弘
夫

編
集
部
（
川
崎
隆
司
、
友
森
敏
雄
、
鈴
木
賢
太
郎
）

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
・FRA

N
_K

IE / SH
U

TTERSTO
C

K
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さ
ん
（
68
歳
。
千
葉
県
在
住
）
は
当
時
を
こ

う
振
り
返
る
。
別
れ
は
突
然
だ
っ
た
。「
前

日
い
つ
も
通
り
床
に
就
い
た
夫
は
、
翌
日
に

な
っ
て
も
目
を
覚
ま
さ
な
か
っ
た
」と
話
す
。

「
警
察
の
立
ち
会
い
が
あ
る
中
で
、
そ
の
日

の
夕
方
に
は
葬
儀
社
を
決
め
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
長
男
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
つ
け

て
く
れ
た
会
社
は
丁
寧
な
対
応
だ
っ
た
が
、

ま
さ
に
運
次
第
だ
と
感
じ
た
」

　

生
前
、
無
宗
教
式
を
望
ん
で
い
た
故
人
の

言
葉
を
思
い
出
し
、
葬
儀
の
場
で
は
読
経
の

代
わ
り
に
故
人
が
好
ん
だ
『
不
思
議
の
国
の

ア
リ
ス
』
の
音
楽
を
流
し
、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

を
紹
介
し
た
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
故
人

の
願
い
を
か
な
え
よ
う
と
必
死
に
準
備
を
し

た
池
田
さ
ん
に
と
っ
て
は
後
悔
の
な
い
式
だ

っ
た
が
、
後
日
、
参
列
者
か
ら
「
お
葬
式
ら

し
く
な
い
」「
違
和
感
を
覚
え
た
」
と
い
っ

た
言
葉
を
受
け
た
と
い
う
。

「
同
じ
冠
婚
葬
祭
で
も
結
婚
式
な
ん
か
と
違

っ
て
、
お
葬
式
は
準
備
期
間
も
短
く
、
本
人

は
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
る
た
め
希
望
を
聞

く
こ
と
が
で
き
な
い
。
つ
い
常
識
や
慣
習
に

流
さ
れ
て
し
ま
う
気
持
ち
も
分
か
る
」

　

葬
儀
全
般
が
故
人
や
遺
族
の
ニ
ー
ズ
を
反

映
し
づ
ら
い
一
方
、
社
会
の
移
り
変
わ
り
や

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
る
近
年
、
あ
る
需
要

の
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
。

「
参
列
者
を
呼
ば
ず
、
近
親
者
だ
け
で
葬
儀

を
済
ま
す
『
家
族
葬
』
が
増
え
て
い
る
。
平

均
寿
命
が
延
び
、
定
年
引
退
か
ら
年
月
が
経

っ
て
い
る
方
や
、
施
設
で
長
く
過
ご
さ
れ
た

方
な
ど
、
亡
く
な
っ
た
時
点
で
家
族
以
外
と

の
関
係
を
持
た
な
い
故
人
が
増
え
た
こ
と
が

背
景
に
あ
る
」
と
語
る
の
は
、
創
業
90
年
の

歴
史
を
も
つ
葬
儀
社
、
愛
典
福
島
屋
（
東
京

都
杉
並
区
）
の
佐
藤
法
彦
取
締
役
だ
。

　

愛
典
福
島
屋
は
７
年
前
、
自
社
家
屋
を
改

築
し
て
遺
体
安
置
専
用
の
部
屋
を
設
け
、「
安

置
ル
ー
ム
『
や
す
ら
ぎ
』」
と
い
う
事
業
を

開
始
し
た
。
今
で
は
亡
く
な
っ
た
後
の
遺
体

安
置
か
ら
読
経
、
葬
儀
ま
で
を
自
社
施
設
内

で
完
結
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

多
く
の
場
合
、
死
後
の
遺
体
は
火
葬
ま
で

の
間
自
宅
に
安
置
す
る
か
、
葬
儀
社
が
手
配

す
る
遺
体
安
置
所
に
納
め
る
。
だ
が
、
都
市

部
で
は
団
地
や
マ
ン
シ
ョ
ン
住
ま
い
で
自
宅

に
運
べ
な
い
遺
族
も
多
く
、
安
置
所
に
納
め

死者を弔い、埋葬する─。その営みが揺らぎ始めた。
誰にでも訪れる最期の〝受け皿〟を、地域全体で整備できるか。

東京圏の葬送事情
生の出口と死の入り口をつなげ

Part 1
地盤沈下する
葬儀・火葬

文・編集部（川崎隆司）

死
社
会
の
到
来
│
。
厚

生
労
働
省
の
人
口
動
態
統

計
に
よ
れ
ば
、
２
０
０
０

年
に
約
96
万
人
だ
っ
た
日

本
の
死
者
数
は
21
年
に
は
約
１
４
４
万
人
ま

で
達
し
た
。
わ
ず
か
20
年
で
１
・
５
倍
と
な

り
、
40
年
頃
ま
で
増
え
続
け
る
見
通
し
だ
。

　

こ
れ
は
単
な
る
数
字
上
の
問
題
で
は
な

い
。そ
れ
だ
け
の
死
者
一
人
ひ
と
り
に
対
し
、

家
族
、
友
人
、
あ
る
い
は
社
会
全
体
で
、
弔

い
埋
葬
し
て
い
く
過
程
が
存
在
す
る
。
地
域

や
個
人
間
の
つ
な
が
り
が
薄
れ
、
孤
独
化
が

進
む
現
代
日
本
で
そ
れ
ら
を
受
け
止
め
る
土

壌
が
作
れ
る
か
。
人
口
集
積
が
進
む
東
京
圏

を
中
心
に
、「
死
」の
直
後
に
必
ず
直
面
す
る
、

葬
儀
、
火
葬
の
現
状
を
取
材
し
た
。

「
慣
習
や
し
き
た
り
が
重
ん
じ
ら
れ
、
選
択

肢
を
持
つ
こ
と
が
難
し
い
。
葬
儀
と
い
う
の

は
、
不
思
議
な
世
界
だ
と
感
じ
た
」

　

19
年
10
月
に
夫
を
亡
く
し
た
池
田
ゆ
う
こ

多
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生物は死ぬことで進化し、多様性を獲得してきた。
だが、死なない知性であるAIが世界を席巻したとき、人間はどうなるのか?

生物はなぜ死ぬのか?
AIが人間の進化を止める

Part 5
サイエンス

× 
死生観

話し手・小林武彦 Takehiko Kobayashi　聞き手／構成・編集部（友森敏雄、川崎隆司）

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た

『
生
物
は
な
ぜ
死
ぬ
の
か
』

（
講
談
社
現
代
新
書
）
の

著
者
で
生
物
学
者
の
小
林

武
彦
東
京
大
学
教
授
。「
死
」
は
生
物
が
進

化
し
、
多
様
性
を
持
つ
た
め
に
必
要
な
次
世

代
へ
の
「Turn O

ver

（
生
ま
れ
変
わ
り
）」

で
あ
る
と
説
く
。

　

寿
命
で
死
ぬ
こ
と
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
こ
と

で
は
な
く
、
生
物
は
死
ぬ
か
ら
こ
そ
、
進
化

し
た
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
側
面
が
あ
る
。

か
つ
て
遺
伝
情
報
を
担
っ
て
い
た
Ｒ
Ｎ
Ａ

（
リ
ボ
核
酸
）
は
、
反
応
性
に
富
み
、
自
己

複
製
し
た
り
、
変
化
し
や
す
い
一
方
で
、
壊

れ
や
す
い
と
い
う
性
質
を
持
っ
て
い
る
が
、

壊
れ
る
こ
と
で
新
し
い
材
料
と
な
る
。
生
物

に
は
、そ
の
根
源
部
分
で
「
壊
れ
る
＝
死
ぬ
」

と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
備
わ
っ
て
い
る
。

　

小
林
教
授
に
、な
ぜ
人
は
死
に
抗
う
の
か
、

そ
し
て
、
死
な
な
い
知
性
で
あ
る
Ａ
Ｉ
時
代

の
到
来
に
つ
い
て
聞
い
た
。

　「
死
」
が
進
化
に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と

は
「
世
代
交
代
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う

に
、
感
覚
的
に
は
多
く
の
人
が
理
解
で
き
る

こ
と
だ
と
思
う
。
わ
れ
わ
れ
生
物
学
者
に
と

っ
て
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
は
あ
っ
た
が
、

「
死
」
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
発
信
す
る
と
い
う

こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
と
い
っ
て
も
、

だ
か
ら
安
易
に
死
ん
で
も
よ
い
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。

　
多
く
の
生
物
は
、
生
殖
機
能
の
維
持
と
寿

命
が
一
致
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
人
間
は

生
殖
機
能
が
衰
え
た
後
で
も
生
き
続
け
る
。

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
仮
説
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
、
教
育
し
た
り
、
子
育
て
を
手
伝
っ
た
り

す
る
た
め
に
長
生
き
を
す
る
と
い
う
見
方
も

あ
る
。
人
間
の
場
合
、
寿
命
の
長
さ
は
社
会

大

小林武彦 著
講談社現代新書　990円（税込)

生物はなぜ死ぬのか

1963 年生まれ。九州大学大学院修了（理
学博士）、基礎生物学研究所、米国ロシュ
分子生物学研究所、米国国立衛生研究所、
国立遺伝学研究所を経て、現職。著書に『寿
命はなぜ決まっているのか』（岩波ジュニ
ア新書）など。

小林武彦
東京大学定量生命科学研究所
ゲノム再生研究分野 教授
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「安楽死」を容認した欧米諸国の死生観は、日本人のそれとは異なる。
日本は欧米の制度の真似事をせず、死の議論を深めていくべきではないか。

「多死社会だから安楽死」が
日本人に不向きな理由

Part 6
「死ぬ権利」の歴史

死
社
会
を
迎
え
る
先
進
国

を
中
心
に
、
安
楽
死
へ
の

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

日
本
で
も
安
楽
死
を
望
む

人
々
は
、
昨
今
、
増
加
傾
向
に
あ
る
よ
う
に

思
う
。
し
か
し
、
日
本
社
会
に
お
い
て
、
そ

の
最
期
が
本
当
に
相
応
し
い
の
か
ど
う
か
は

疑
問
で
あ
る
。

　

私
は
、
２
０
１
６
年
か
ら
ス
イ
ス
、
オ
ラ

ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
米
国
、
ス
ペ
イ
ン
、
日

本
の
現
場
を
訪
ね
、
安
楽
死
の
本
質
に
つ
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
取
材
を
続
け
て

い
る
。
生
き
る
望
み
を
失
っ
た
高
齢
者
や
末

期
が
ん
患
者
、
難
病
を
患
っ
て
い
た
日
本
人

女
性
な
ど
が
、
実
際
に
ス
イ
ス
で
安
楽
死
を

遂
げ
る
瞬
間
を
見
届
け
て
き
た
。

　

こ
こ
最
近
で
は
、
ス
ペ
イ
ン
で
銃
撃
事
件

を
起
こ
し
た
被
疑
者
が
「
死
ぬ
権
利
」
を
求

め
、
裁
判
を
受
け
る
前
に
安
楽
死
し
た
事
例

を
調
査
し
た
。
さ
ら
に
、
フ
ラ
ン
ス
映
画
の

巨
匠
、ジ
ャ
ン
＝
リ
ュ
ッ
ク・
ゴ
ダ
ー
ル
（
享

年
91
歳
）
が
ス
イ
ス
で
安
楽
死
し
た
後
、
彼

の
友
人
や
看
護
師
ら
を
取
材
し
、
ゴ
ダ
ー
ル

が
死
期
を
早
め
た
真
相
を
探
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
私
が
考
え
る
「
安
楽
死
」
の
定
義

か
ら
述
べ
て
お
き
た
い
。
ス
イ
ス
で
は
、
患

者
自
ら
が
致
死
薬
入
り
の
水
を
飲
み
干
す
な

ど
の
方
法
で
自
死
す
る
「
自
殺
幇
助
」
が
容

認
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル

ギ
ー
、
ス
ペ
イ
ン
で
は
、自
殺
幇
助
の
ほ
か
、

医
師
が
注
射
に
入
れ
た
劇
薬
を
患
者
に
直
接

投
与
し
、死
に
至
ら
せ
る
「
積
極
的
安
楽
死
」

も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
私
は
、
広
義
の
意
味

で
両
者
を
安
楽
死
と
呼
ん
で
い
る
。

　

安
楽
死
は
、
唐
突
に
生
ま
れ
た
制
度
で
は

な
い
。
そ
れ
を
容
認
し
て
い
る
国
々
に
は
、

「
死
ぬ
権
利
」
を
求
め
る
人
々
の
歴
史
が
あ

っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

例
え
ば
、
ス
イ
ス
で
は
、
１
９
８
１
年
に

多

（年）
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■■オランダ　■■スイス

宮下洋一
Yoichi Miyashita

ジャーナリスト

1976年生まれ。米ウェスト・バージニ
ア州立大学卒業後、スペイン・バルセ
ロナ大学大学院でジャーナリズム修士
を取得。『卵子探しています』（小学館）
で小学館ノンフィクション大賞優秀賞。
『安楽死を遂げるまで』（同）で講談社
ノンフィクション賞を受賞。近著に『死
刑のある国で生きる』（新潮社）。

増加傾向にあるスイスとオランダの安楽死者数
（出所）オランダ『安楽死年次報告書』、スイス連邦統計局のデータを基にウェッジ作成

（注1）オランダの安楽死者数は、①：積極的安楽死、②：自殺幇助、③：①・②の組み合わせの合計
（注2）スイスでは自殺幇助のみが認められている

特集   多死社会を生きる



54

ウクライナ侵攻から1年
日本が学ぶべき教訓
2022年2月24日に始まったロシアのウクライナ侵攻は終結の兆しを
見せないどころか、泥沼化の様相を呈している。開戦から1年が経つ今、

日本は何を学び、将来にどう備えるべきなのか、考察した。

WEDGE SPECIAL OPINION
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年
２
月
24
日
に
勃
発
し
た

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
か
ら
、
間
も
な
く

１
年
が
経
過
し
よ
う
と
し

て
い
る
。

　

昨
年
秋
、
東
部
ハ
ル
キ
ウ
州
お
よ
び
南
部

ヘ
ル
ソ
ン
州
で
の
大
規
模
反
転
攻
勢
で
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
は
２
月
24
日
以
降
に
ロ
シ
ア
に
占

領
さ
れ
た
領
土
の
40
％
を
解
放
し
た
と
さ
れ

昨

SPECIAL OPINION   PART1  

侵略国はなくせない
この戦争が突き付けた厳しい現実

東野篤子 Atsuko Higashino

筑波大学人文社会ビジネス科学学術院 教授

慶應義塾大学法学部卒、同大学院法学研究科政治学専攻修士課程修了、英バーミン
ガム大学政治・国際関係学部博士課程修了。筑波大学人文社会ビジネス科学学術院
准教授などを経て現職。専門は欧州国際政治、国際関係理論。

日本では、ウクライナに対し「停戦交渉を優先すべき」と諭す声が絶えない。
だが、理想と現実は違う。日本もタブーなき議論を開始すべきだ。

る
。

　

だ
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
２
０
１
４
年
に

併
合
さ
れ
た
ク
リ
ミ
ア
半
島
な
ど
を
含
む
全

国
土
の
約
20
％
を
ロ
シ
ア
に
占
領
さ
れ
た
状

況
に
あ
り
、
現
在
展
開
中
の
戦
線
の
長
さ
は

１
５
０
０
㌔
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
と
さ
れ
る
。

ロ
シ
ア
は
昨
年
10
月
以
降
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
全

土
に
対
す
る
民
生
イ
ン
フ
ラ
へ
の
攻
撃
も
続

け
て
お
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
国
民
生
活
は
困

窮
を
極
め
て
い
る
。

　

現
在
ロ
シ
ア
は
膠
着
し
た
戦
況
を
変
化
さ

せ
る
た
め
、
次
の
一
手
を
繰
り
出
す
タ
イ
ミ

ン
グ
を
見
計
ら
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
当
局
者
は
、
ロ
シ
ア
が
今
年
２
月
以

降
に
キ
ー
ウ
再
侵
攻
を
含
む
大
規
模
攻
勢
を

計
画
し
て
い
る
と
主
張
す
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ

側
と
し
て
も
、
米
欧
か
ら
の
軍
事
支
援
を
強

く
要
求
し
な
が
ら
こ
れ
に
立
ち
向
か
う
姿
勢

を
見
せ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
で
、
ロ
シ

ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
双
方
が
現
時
点
で
「
停

戦
」
を
全
く
視
野
に
入
れ
て
い
な
い
の
は
当

然
で
あ
ろ
う
。

　

ロ
シ
ア
政
府
は
「
ロ
シ
ア
は
停
戦
交
渉
を

行
う
準
備
が
い
つ
で
も
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
そ
れ
を
受
け
入
れ
よ
う

と
し
な
い
」
と
す
る
一
方
、
ロ
シ
ア
が
昨
年

10
月
に
「
併
合
」
し
た
と
主
張
す
る
東
部
・

南
部
４
州
（
ド
ネ
ツ
ク
州
、ル
ハ
ン
シ
ク
州
、

ザ
ポ
リ
ー
ジ
ャ
州
、
へ
ル
ソ
ン
州
）
に
関
す

る
交
渉
に
は
一
切
応
じ
な
い
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
は
、
ロ

シ
ア
軍
が
国
内
に
展
開
し
て
い
る
状
況
で
の

停
戦
交
渉
は
あ
り
得
な
い
と
の
立
場
を
崩
し

て
お
ら
ず
、
ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
と

領
土
的
一
体
性
の
回
復
は
妥
協
不
可
能
と
し

て
い
る
。
そ
し
て
本
稿
執
筆
時
点
で
は
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
国
民
の
８
割
以
上
が
、
ロ
シ
ア
に

G7議長国の日本。岸田首相はイニシアチブを発揮できるか

S
IM

O
N

A G
R

A
N

ATI/G
ET

T
YIM

A
G

ES



62

編
集
部
（
以
下
、
─
）
こ
の
戦
争
の
終
わ

り
方
に
は
ど
の
よ
う
な
形
が
あ
る
か
。

鶴
岡　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
士
気
は
極
め
て
高

く
、
ロ
シ
ア
も
強
制
的
に
国
民
を
動
員
し
て

い
る
現
在
の
状
況
下
で
は
な
か
な
か
終
わ
ら

な
い
だ
ろ
う
。
両
国
の
要
求
も
か
け
離
れ
て

お
り
、一
致
点
が
見
出
せ
る
状
況
で
は
な
い
。

北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
諸
国
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
武
器
・
弾
薬
の
供
与

が
ど
こ
ま
で
続
く
か
と
い
う
不
安
要
素
は
あ

る
に
せ
よ
、「
弾
薬
が
尽
き
て
戦
闘
終
結
」

と
い
う
形
に
も
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

服
部　

こ
の
戦
争
は
非
常
に
終
わ
り
に
く
い

も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
プ
ー
チ
ン
大
統

領
は
当
初
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
傀
儡
政
権
樹

立
や
軍
事
的
中
立
化
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
非
加
盟
の

確
約
な
ど
）
を
狙
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
非
常
に
強
い
抵
抗
を
前
に
、

思
い
描
い
て
い
た
軍
事
的
成
果
を
上
げ
ら
れ

ず
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
南
部
・
東
部
４
州
（
ド

激戦地であるルハンシク州クレミンナのウクライナ軍兵士。虐殺発覚やロシアの南部・東部4州「併合」宣言で、戦争は落としどころを失った

S
PEN
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ER PLAT

T/G
ET

T
YIM

A
G

ES

服部倫卓
Michitaka Hattori

鶴岡路人
Michito Tsuruoka

北海道大学スラブ・ユーラシア
研究センター 教授

慶應義塾大学総合政策学部
准教授

北海道大学大学院文学研究科博士後期
課程（歴史地域文化学専攻・スラブ社
会文化論）修了（学術博士）。在ベラル
ーシ日本国大使館専門調査員、ロシア
NIS経済研究所所長などを経て現職。
専門は旧ソ連諸国の経済・政治情勢。

英ロンドン大学キングス・カレッジで
博士号取得。防衛省防衛研究所主任研
究官などを経て現職。専門は現代欧州
政治、国際安全保障。著書に『EU離脱』
（ちくま新書）、『欧州戦争としてのウ
クライナ侵攻』（新潮選書）など。

「平和な戦後」は訪れるのか？
戦争の行方を読み解く
長引く戦争によりウクライナでは惨禍が繰り返され、世界的な経済の混
乱は収束の気配を見せない。ほとんどの人々が戦争終結を望んでいるだ
ろうが、はたしてその〝戦後〟とはどのような姿になるのだろうか。

SPECIAL OPINION   PART3 

聞き手／構成・編集部（木寅雄斗）

対談 戦後論
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ネ
ツ
ク
州
、
ル
ハ
ン
シ
ク
州
、
ザ
ポ
リ
ー
ジ

ャ
州
、
ヘ
ル
ソ
ン
州
）
の
併
合
に
シ
フ
ト
し

て
、
ロ
シ
ア
憲
法
に
こ
の
４
州
が
ロ
シ
ア
の

連
邦
構
成
主
体
で
あ
る
と
書
き
込
ん
だ
。

　

こ
の
〝
暴
挙
〞
に
よ
り
、
こ
の
戦
争
は
ゼ

ロ
サ
ム
ゲ
ー
ム
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
が
４
州
を
奪
還
し
た
と
し
て
も
、
ロ

シ
ア
は
逆
に
「
自
分
た
ち
の
領
土
が
占
領
さ

れ
た
」
と
の
立
場
を
取
る
だ
ろ
う
。
戦
争
が

永
続
化
し
か
ね
な
い
構
造
が
ロ
シ
ア
に
よ
っ

て
仕
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。

鶴
岡　

そ
の
通
り
で
、だ
か
ら
こ
そ
〝
戦
闘
〞

と
〝
戦
争
〞
は
別
物
に
な
っ
た
。
ロ
シ
ア
と

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
妥
協
点
が
見
出
せ
な
い
中

で
、
正
式
な
和
平
合
意
に
到
達
す
る
可
能
性

は
ゼ
ロ
に
近
い
。
そ
う
す
る
と
、
戦
闘
が
小

康
化
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
戦
争
そ
の
も

の
は
終
わ
ら
な
い
。
こ
れ
を
「
凍
結
さ
れ
た

紛
争
（frozen conflict

）」
と
い
い
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
で
現
実
化
す
る
危
険
性
が
極
め
て

高
い
。
そ
し
て
こ
の
シ
ナ
リ
オ
で
は
ロ
シ
ア

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
領
土
の
一
部
を
占
領
下
に

置
け
る
だ
け
で
な
く
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
や
欧
州
連

合（
Ｅ
Ｕ
）
へ
の
加
盟
も
事
実
上
阻
止
で
き
、

実
質
的
に
は
ロ
シ
ア
の
勝
利
と
な
っ
て
し
ま

う
。
こ
れ
を
覆
す
に
は
ロ
シ
ア
軍
を
ウ
ク
ラ

イ
ナ
領
内
か
ら
追
い
出
す
し
か
な
い
。

　

だ
が
重
要
な
の
は
、
武
力
で
ロ
シ
ア
軍
を

追
い
出
し
た
と
し
て
も
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

属
国
化
」
と
い
っ
た
ロ
シ
ア
の
戦
争
目
的
を

消
し
去
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

だ
。
歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、
第
二
次
世
界
大

戦
後
の
日
独
は
占
領
に
よ
っ
て
強
制
的
に
戦

争
目
的
を
放
棄
さ
せ
ら
れ
た
。
だ
が
今
回
の

戦
争
で
、
モ
ス
ク
ワ
が
占
領
さ
れ
る
よ
う
な

事
態
は
あ
り
え
な
い
。

　

ロ
シ
ア
の
自
主
的
な
改
心
も
期
待
で
き
な

い
と
す
れ
ば
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
領
内
か
ら
ロ
シ

ア
軍
を
完
全
に
追
い
出
す
と
い
う
軍
事
的
に

は
満
点
の
勝
利
を
収
め
て
も
、「
核
兵
器
を

持
っ
て
い
る
隣
の
大
国
が
、
明
日
に
も
攻
め

て
く
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
状
況
は
続

く
。
こ
れ
は
平
和
で
も
何
で
も
な
い
。
戦
後

が
訪
れ
て
も
、
そ
れ
は
平
和
と
戦
争
の
境
界

が
あ
い
ま
い
な
状
況
に
な
る
だ
ろ
う
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
安
全
を
保
障
す
る

「
つ
な
ぎ
」と
な
る
枠
組
み
は
必
須

─
そ
う
し
た
戦
後
に
お
い
て
、
事
態
を
安

定
さ
せ
る
方
策
は
あ
る
の
か
。

服
部　

最
善
策
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

加
盟
だ
が
、
短
期
的
に
は
実
現
す
る
可
能
性

は
低
い
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
に
代
わ
る
、
国
際

的
な
安
全
保
障
枠
組
み
を
提
供
し
な
い
限

り
、安
定
的
な
解
決
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

鶴
岡　

昨
年
３
月
の
停
戦
協
議
の
時
点
な
ど

で
は
、
米
英
中
な
ど
第
三
国
が
参
加
す
る
安

全
保
障
枠
組
み
も
検
討
さ
れ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
軍
事
的
中
立
化
や
ロ
シ
ア
の
関
与
も
念
頭

に
置
か
れ
て
い
た
。
だ
が
こ
れ
は
和
平
合
意

締
結
を
前
提
と
し
た
も
の
で
、
ブ
チ
ャ
で
の

虐
殺
、
前
述
の
４
州
の
一
方
的
「
併
合
」
を

経
て
、
こ
の
機
運
は
立
ち
消
え
た
。

　

９
月
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
統
領
府
も
関
与
す

る
形
で
「
キ
ー
ウ
安
全
保
障
協
約
」
と
い
う

新
た
な
安
全
保
障
枠
組
み
案
が
出
さ
れ
た

が
、Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
が
最
終
目
的
だ
と
さ
れ
、

枠
組
み
へ
の
ロ
シ
ア
参
加
や
和
平
合
意
締
結

は
念
頭
に
置
か
れ
て
い
な
い
。
欧
米
諸
国
に

と
っ
て
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
ま
で
の
つ
な
ぎ
と

な
る
安
全
保
障
枠
組
み
を
い
か
に
構
築
で
き

る
か
が
焦
点
と
な
る
だ
ろ
う
。

─
ク
リ
ミ
ア
の
扱
い
は
ど
う
な
る
か
。

服
部　

ロ
シ
ア
人
に
と
っ
て
ク
リ
ミ
ア
は
４

州
以
上
に
「
ロ
シ
ア
の
も
の
」
と
の
認
識
が

強
い
。
ロ
シ
ア
の
反
体
制
派
指
導
者
ナ
ワ
リ

ヌ
イ
氏
を
は
じ
め
、
リ
ベ
ラ
ル
な
ロ
シ
ア
人

で
も
そ
れ
は
同
様
だ
。
さ
ら
に
２
０
１
４
年

以
降
の
ロ
シ
ア
占
領
下
で
「
ロ
シ
ア
化
」
が

一
層
進
み
、
奪
還
し
た
と
し
て
も
「
ウ
ク
ラ

イ
ナ
化
」し
直
す
こ
と
は
至
難
の
業
と
な
る
。

こ
う
し
た
認
識
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
に
も
あ

り
、
開
戦
当
初
の
停
戦
協
議
で
は
、
ロ
シ
ア

軍
を
開
戦
前
の
「
２
月
24
日
ラ
イ
ン
」
ま
で

戻
し
、
ク
リ
ミ
ア
と
ド
ン
バ
ス
は
交
渉
に
委

ね
る
、
と
い
う
案
も
あ
っ
た
。
し
か
し
ブ
チ

ャ
の
虐
殺
な
ど
ロ
シ
ア
の
蛮
行
が
明
ら
か
に

な
る
中
で
、
そ
う
し
た
落
と
し
ど
こ
ろ
も
吹

き
飛
ん
で
し
ま
っ
た
。

鶴
岡　

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
も
「
２
月
24

日
ラ
イ
ン
」
と
ず
っ
と
言
っ
て
い
た
が
、
夏

以
降
は
聞
か
な
く
な
っ
た
。
こ
の
理
由
は
虐

殺
発
覚
や
４
州
併
合
だ
け
で
は
な
い
。
わ
れ

わ
れ
は
戦
争
の
起
点
を
つ
い
22
年
２
月
24
日

に
置
き
が
ち
だ
が
、
14
年
の
ク
リ
ミ
ア
併
合

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
ク
リ
ミ
ア
か
ら
始
ま

っ
た
戦
争
で
あ
れ
ば
、
ク
リ
ミ
ア
で
終
わ
ら

せ
る
べ
き
と
い
う
こ
と
だ
。

　

問
題
は
ク
リ
ミ
ア
奪
還
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
諸
国
間
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
一
切
な
い

こ
と
だ
ろ
う
。
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の

観
点
か
ら
、
武
力
に
よ
る
奪
還
を
本
心
か
ら

支
持
し
て
い
る
国
は
お
そ
ら
く
な
い
。
だ
が

ク
リ
ミ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
領
と
認
め
て
い
る

た
め
、
表
立
っ
て
否
定
す
る
国
も
な
い
。
戦

線
が
ク
リ
ミ
ア
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
西
側
諸

国
は
ク
リ
ミ
ア
の
扱
い
と
い
う
難
題
を
問
わ

れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

─
ロ
シ
ア
に
対
す
る
経
済
制
裁
は
今
後
ど

う
な
る
か
。
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